
日医発第 151号（保  険 ）

令 和 ７ 年 ４ 月 1 6 日

都道府県医師会長 殿

                        日 本 医 師 会 長        

                           松 本 吉 郎

（公印省略）

使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について

令和７年４月 15 日付け令和７年厚生労働省告示第 145 号をもって薬価基

準が改正され、同年４月 16日から適用されました。

これを受け、令和７年４月 15日付けで厚生労働省保険局医療課長通知によ

り関連する留意事項等が示されましたが、その概要は下記のとおりでありま

す。

つきましては、今回の改正内容について貴会会員に周知くださるようお願

い申し上げます。なお、本件につきましては、日本医師会ホームページのメン

バーズルーム中、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」に掲載を予定して

おります。

記

１．新医薬品の薬価収載について

 （１）令和７年４月９日に開催された中医協において、薬価基準に収載するこ

とが承認された新医薬品（注射薬３品目）が、薬価基準の別表に第６部

追補(２)として収載された。

➢ 関連通知等：添付資料 1中の厚生労働省告示第 145号

➢ 品目の概要：添付資料 3

（２）（１）のうち、以下の品目は保険適用上の留意事項が示されている。

 アナエブリ皮下注 200mg ペン

➢ 関連通知等：添付資料 2中の記 2

※その他の改正については添付資料２をご参照ください。



（添付資料）

１．官報（令和７年４月 15日 号外第 85号 抜粋）

・厚生労働省告示第 145号

２．使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について

（令和７年４月 15 日付け 保医発 0415 第 1 号 厚生労働省保険局医療課長）

３・新医薬品一覧表

（令和７年４月９日 中医協総会資料（総－３）抜粋）



（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 後 改 正 前

別 表 別 表

注 １ 〜 ３ （ 略 ） 注 １ 〜 ３ （ 略 ）

第１部～第５部 （略） 第１部～第５部 （略）
第６部 追 補 


（新設）
注 射 薬


品 名


規 格 単 位


薬 価


円


（あ）


アナエブリ皮下注200mgペン


200㎎12mL１キット


3037716


（い）


イムデトラ点滴静注用１mg


１㎎１瓶（輸液安定化液

付）


137100


イムデトラ点滴静注用10mg


10㎎１瓶（輸液安定化液

付）


1326870

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官
報

〇 厚 生 労 働 省 告 示 第 百 四 十 五 号

診 療 報 酬 の 算 定 方 法 （ 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 五 十 九 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、 使 用 薬 剤 の 薬 価 （ 薬 価 基 準 ）（ 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の 表 の よ う に 改 正 し 、 令 和 七 年 四 月 十 六 日

か ら 適 用 す る 。

令 和 七 年 四 月 十 五 日 厚 生 労 働 大 臣 福 岡 資 麿



添付資料１



保医発 0415 第１号 

令和７年４月 15 日 

 

 

地方厚生（支）局医療課長 

都道府県民生主管部（局） 

 国民健康保険主管課（部）長     殿 

都道府県後期高齢者医療主管部（局） 

 後期高齢者医療主管課（部）長 

 

 

厚生労働省保険局医療課長      

（ 公 印 省 略 ）      

 

 

使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について 

 

 

使用薬剤の薬価（薬価基準）（平成20年厚生労働省告示第60号。以下「薬価基準」とい

う。）が令和７年厚生労働省告示第145号をもって改正され、令和７年４月16日から適用す

ることとされたところですが、その概要及び関係通知の改正は下記のとおりですので、貴

管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底をお願いします。 

 

 

記 

 

 

１ 薬価基準の一部改正について 

(１) 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35 年

法律第 145 号。以下「医薬品医療機器等法」という。）の規定に基づき製造販売承

認され、薬価基準への収載希望があった医薬品（注射薬３品目）について、薬価基

準の別表に収載したものであること。 

 

(２) (１)により薬価基準の別表に収載されている全医薬品の品目数は、次のとおりで

あること。 

 

区 分 内 用 薬 注 射 薬 外 用 薬 歯科用薬剤 計 

品目数 ６，９０４ ３，４４２ １，９７４ ２７ １２，３４７
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２ 薬価基準の一部改正に伴う留意事項について 

アナエブリ皮下注 200mg ペン 

本製剤の効能又は効果は「遺伝性血管性浮腫の急性発作の発症抑制」であることを

踏まえ、関連する学会のガイドライン等を参考に、遺伝性血管性浮腫の確定診断がさ

れ、急性発作のおそれがある患者に対して使用すること。 

 

 



No. 銘柄名 規格単位 会社名 成分名 承認区分 算定薬価 算定方式 補正加算等 ページ

1 イムデトラ点滴静注用1mg
イムデトラ点滴静注用10mg

1mg1瓶（輸液安定化液付）
10mg1瓶（輸液安定化液付）

アムジェン株式会社 タルラタマブ
（遺伝子組換
え）

新有効成分含
有医薬品

137,100円
1,326,870円

類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅰ）A=45%
市場性加算（Ⅰ）A=15%
新薬創出等加算
費用対効果評価（H1）

注429
その他の腫瘍用薬（がん化学療法後
に増悪した小細胞肺癌）

2

2 アナエブリ皮下注200mgペン 200mg1.2mL1キット CSLベーリング株式会社 ガラダシマブ
（遺伝子組換
え）

新有効成分含
有医薬品

3,037,716円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5%
小児加算A=5%
新薬創出等加算 注449

その他のアレルギー用薬（遺伝性血管
性浮腫の急性発作の発症抑制）

4

品目数 成分数
内用薬 0 0
注射薬 3 2
外用薬 0 0
計 3 2

新医薬品一覧表（令和７年４月１６日収載予定）

薬効分類

中 医 協 総 － ３

７ ． ４ ． ９

 1

添付資料３


